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【単位】 【いくつ分】

４０×２→ １０が（４×２）こ

４×２→ １が（４×２）こ

０．４×２→ ０．１が（４×２）こ

０．０４×２→０．０１が（４×２）こ

４／５×２→ １／５が（４×２）こ

：

☆単位を変化させれば、九九で解決できる。

３０個のみかんを家族４人で分けるよ。

・生活の中では、一度に全部を分けない。

・割り切れなくてもわり算できるの？（問題構造が同じ）

・等号の意味が正しくないから「あまり」と、記号でなく

ひらがなにしたんだ。

・どうせ余るのだったら、いくつでもいいのでは？

３０÷４＝２あまり２２ でも ３０÷４＝６あまり６ でも

・商が１つに決まらないのはおかしい。

↓

☆わり算の商は、最大の数だと再確認しよう。

【わり算導入】 【余りで処理】 【小数処理】 【分数処理】

０÷６＝０ ０÷６＝０あまり０ ０÷６＝０ ０÷６＝０

１÷６ １÷６＝０あまり１ １÷６＝0.166･･ １÷６＝１／６

２÷６ ２÷６＝０あまり２ ２÷６＝0.33･･ ２÷６＝２／６

３÷６ ３÷６＝０あまり３ ３÷６＝0.5 ３÷６＝１／２

４÷６ ４÷６＝０あまり４ ４÷６＝0.66･･ ４÷６＝４／６

５÷６ ５÷６＝０あまり５ ５÷６＝0.83･･ ５÷６＝５／６

６÷６＝１ ６÷６＝１あまり０ ６÷６＝１ ６÷６＝１

７÷６ ７÷６＝１あまり１ ７÷６＝1.16･･ ７÷６＝７／６

８÷６ ８÷６＝１あまり２ ８÷６＝1.33･･ ８÷６＝８／６
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この分数処理
でわり算の処
理が完結する

＜かけ算の世界＞

整数 小数 分数

整数 ○ × ×

小数 ○ × ×

分数 × × ×

かける数
か
け
ら
れ
る
数

割り切れる
のがわり算

余りがあっても
わり算なら、全
て答えられる

分数で処理
すると全て割
り切れる

小数で処理す
ると正しい答え
に近づくが･･･

わり算は、３年生での導入から始

まり、６年生の分数で完結します。

上表のように、商の処理が時間をか

けて徐々に正確になっていきます。

かけ算九九表と同じように、わり

算で学ぶ内容の全てをこのように

示していくことが、統合的な見方や

見通し・処理のアイディアへの気付

き・意欲化につながります。

被乗数・乗数それぞれが、整数・小数・

分数の場合の処理ができることが、ねら

いの１つである。この表のように、解決

済と未解決の内容を整理しておく。

○ ２・３年での

かけ算学習では、

かける数が２倍に

なると･･かける数が１増えると･･等、かけ算九九のきまりを丁寧

に学習する。この内容は小数や分数でも繰り返し指導することが

必要。＜Ａ×０．３→Ａ×１．３ Ａ×４／５→Ａ×１と４／５→Ａ×８／５＞


